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 11月
がつ

に入り
はい

、だんだん「すずしい」から、「寒い
さむ

」に、きりかわってきました。朝夕
あさ ゆう

とて

も寒い
さむ

日
 ひ

もあれば、日中
にっちゅう

は、とても暑い
 あつ

日
 ひ

もあります。子ども
 こ

たちの服そう
ふく

もさまざまです。

真夏
 ま なつ

のように、半そで
はん

に半ズボン
はん

または、ミニスカートの子
 こ

もいれば、温かい
あたた

フリースを着て
 き

いる子
 こ

もいます。 

したぎ           けんこう   ひつじゅひん 

 

 

 気温
 き おん

の変化
へん か

がはげしいからこそ、下着
 した ぎ

のシャツを着て
 き

ください。下着
 した ぎ

は、体温
たいおん

調節
ちょうせつ

が未熟
 み じゅく

な子ども
 こ

たちには、夏
なつ

・冬
ふゆ

問わず
 と

、とても大切
たいせつ

です。重ね着
かさ      ぎ

を過度
 か   ど

にさせる前
まえ

に、下着
 した ぎ

を長袖
ながそで

にするなど、工夫
 く  ふう

してみてください。 

 

 

 

 予防接種を受けても、「インフルエンザに絶対にならない」というわけではありません。

だからといって、予防接種が必要ないというわけではありません。予防接種には、肺炎など

の重い合併症を予防する効果が期待されています。特に小さなお子さんは、重症化リスクが

高いといわれています。まずは、予防接種が、お子さんを重症化から守る第一歩となると言

えます。ワクチンの効果は約 6 カ月続きますが、効果が出るまで 2 週間ほどかかります。

流行前の 12月中には、予防接種を終えているといいといわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時に、手にバイキンがつきます 

＝おうちの方へ＝ 

インフルエンザに限らず、風邪や胃腸

かぜなども、人にうつる病気です。 

お子さんが、朝から体調が悪いのに、

解熱薬を飲ませて登校させたり、「悪くな

ったら保健室に行きなさい」と言って、無

理に登校させるのは、止めてください。 

お子さんご自身と、まわりのお子さんへの

健康を配慮して、早めに学校を休み受

診等をしてください。 



 


